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５
月
１
日
か
ら
、
首
都
圏
を
中
心

に
全
国
１
４
５
店
舗
を
展
開
す
る

人
気
の
飲
食
店
「カ
フ
ェ
＆
バ
ー
　
プ
ロ

ン
ト
」
で
、
海
士
町
産
の
玄
米
や
塩
を

使
っ
た
「玄
米
ピ
ザ
」
の
販
売
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ン
ト
は
以
前
か
ら
日
本
各
地

の
地
域
食
材
を
メ
ニ
ュー
に
取
り
入
れ

て
お
り
、
今
回
は
、
海
士
と
関
係
の
深

い
料
理
研
究
家
、
中
村
成
子
さ
ん
と

の
ご
縁
が
も
と
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ピ
ザ

を
共
同
開
発
し
ま
し
た
。

　
海
士
の
玄
米
に
も
ち
米
を
加
え
、

特
産
の
天
然
塩

「海
士
乃
塩
」
で
仕

上
げ
た
ピ
ザ
生
地
は
、
パ
リ
ッ
と
し
た

食
感
と
モ
チ
モ
チ
感
が
と
て
も
美
味
。

お
し
ゃ
れ
な
だ
け
で
な
く
、
食
物
繊
維

や
ミ
ネ
ラ
ル
も
豊
富
で
ヘル
シ
ー
さ
も

兼
ね
備
え
、
若
い
女
性
を
中
心
に
人

気
を
博
し
そ
う
で
す
。

　
４
月
、
報
道
陣
を
集
め
て
東
京

・

池
袋
で
行
わ
れ
た
発
表
記
者
会
見
で

は
、
プ
ロ
ン
ト
代
表
取
締
役
の
竹
村
典

彦
氏
と
と
も
に
㈱
ふ
る
さ
と
海
士
の

社
長
補
佐
役
、
奥
田
和
司
氏
も
出

席
し
、
こ
だ
わ
り
の
新
商
品
の
特
長
な

ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
会
見
に
出
席
し
た
小
池
百
合
子

氏
（
も
と
環
境
相
）
は
ピ
ザ
を
試
食

し
、
「
美
味
し
い
。
初
め
て
の
味
」
と
絶

賛
し
た
そ
う
で
す
。

　
奥
田
氏
は
、
「海
士

の
水
で
作
ら
れ
た
コ
シ
ヒ

カ
リ
や
塩
が
、
全
国
展

開
の
外
食
店
で
若
い
世

代
の
消
費
者
に
広
く

提
供
さ
れ
る
こ
と
は
画

期
的
」
と
感
慨
深
げ
。

「一
過
性
で
な
く
長
く

愛
さ
れ
る
メ
ニ
ュー
に
し

た
い
」
と
、
今
後
の
展
開

に
も
意
欲
的
で
す
。

　
現
在
は
ト
マ
ト
味
と

塩
味
の
２
種
類
で
す

が
、
６
月
に
は
新
味
も

登
場
の
予
定
。
　

　海士町のブランドいわがき「春香」は、平成14年春
から首都圏を中心に出荷を始め、昨年度は23万個を

販売するなど、順調に販路を拡大しています。Ｉター

ン者による養殖にも新たに４名が加わり、３年後には町

全体で４０万個の出荷量が見込まれています。新施設

は約15万個を処理するために整備され、延べ面積2

百平方メートル、建設費は６千万円。紫外線滅菌施設

や自動計量装置など最新の機器が備えられ、衛生管

理面においてもこれまでのノウハウを最大限に活かし

ています。

　今年は景気減退により苦戦を強いられているもの

の、昨年を若干上回る取引が続いているとのこと（４月

末現在）。「春香」ブランドを仕切る海士いわがき生産

㈱の大脇安則社長（＝写真）は、「こんな時代だからこ

そ海士の底力を内外に示したい。今年の販売は25万

個いけそう」と笑顔で話してくれました。

　４月、中里地区の隠岐開発総合センター横に、農林

水産物処理加工施設が完成しました。この施設は「さく

らの家」が運営し、海士町の特産品として販売中の「ふ

くぎ茶」（クロモジのお茶）を中心とした加工場として利

用されます。

　設計は東京で活躍する建築士、連（むらじ）健夫氏

が手がけ、海士町の楠見建築が施工。外観デザイン

や色、内装などについては「さくらの家」メンバーらが参

加するワークショップ形式で進め、約１年かけてみんな

で決めてきました。さらに、断熱材代わりの新聞紙詰め

や桐油塗り、デッキ組み立て等の作業にもメンバーらが

参加。このような取り組みは建築業界でも先進的な事

例です。

【問い合わせ】

ふるさと海士（ＣＡＳ事業部）

℡（08514）2・1105
小池氏にこだわりのピザをＰＲする奥田氏（左から２番目）
（４月１０日、東京・池袋「プロント池袋グリーン大通り店」）

海
士
の
米
や
塩
を
使
っ
た
ピ
ザ
、「
プ
ロ
ン
ト
」に
登
場
！

～
記
者
会
見
で
は
小
池
百
合
子
氏
も
舌
鼓

元
気
な
海
士

町
づ
く
り
や
産
業
振
興
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
頑

張
る
ひ
と
た
ち
の
活
動
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
に
注

目
さ
れ
た
海
士
情
報
な
ど
を
掲
載
し
ま
す

　お茶に加え、今後はふくぎの精油を抽出してロウソク

やアロマ（芳香）製品にするなど、新商品の開発も計画

しています。地産地商課では、海士オリジナルのふくぎ

関連商品を製造・販売することで町をPRし、それと同

時に 「さくらの家」の自立に向けた取り組みを支援して

いきます。今後の展開にご期待下さい！

皆で作った新棟の前で

ふくぎを手にポーズ！

新施設での作業風景 大脇社長

　知々井地区の港湾背

後地にいわがきの処理

加工施設が新たに完成

し、出荷の最盛期を迎え

ています。

いわがき「春香」第２加工場が完成 ふくぎ加工場（農林水産物処理加工施設）竣工
●…………………………………

【問い合わせ】産業創出課：℡（08514）2・1832 【問い合わせ】地産地商課：℡（08514）2・1824

●…………………………………
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　町内で墓地を移転したり、島外でお墓を新たに建

立し海士町から遺骨を移す場合には、「墓地、埋葬等

に関する法律」に基づき、海士町長の許可を受ける必

要があります。

　手続きに必要な書類等は下記です。

①申請書（改葬する人の氏名、死亡年月日、続柄、

　　　　　新墓地の住所等を記入）

②新墓地の受入証明書または権利証（写しも可）

③印鑑

　許可証の発行には、改葬者一人につき３００円の手

数料がかかります。休日には取り扱いしていませんの

で、平日に役場窓口にご相談下さい。

　また、改葬時に土葬骨を焼く場合には、火葬場への

申し込みが別途必要になります。少なくとも２週間前ま

でに、中ノ島総合クリーンセンター（ ℡（08514）2・

1196）へお申し込み下さい。

各
課
お
知
ら
せ

【問い合わせ】　生活環境課住民係：℡（08514）2・1821

定額給付金の手続きはもうお済みですか？
●………………………………………………………………

　「ねんきん特別便」の回答手続きに手数料が必要だ

と要求する詐欺事件が発生しています。そのような手

数料は発生しませんのでご注意下さい。また、「ねんき

ん特別便」の回答がないことによって現在受給している

年金が停止されるようなことは一切ありません。

　ニセの「ねんきん特別便」が郵送されてきたり、「ねん

きん特別便の回答をしてもらわないと困るのでお宅へ

伺います」といった不審な電話、また、「ねんきん特別

便の回答を受け取りに来た。出してもらわないと困る」と

いった不審な訪問にはご注意下さい。このような不審な

手紙、電話、訪問等がありましたら、その場で対応せ

ず、まずは下記へお問い合わせ下さい。

　現在、定額給付金の申請を受付中です。申請期限は平成２１年９月１５日ですが、早めの手続き

をお願いいたします。

　申請窓口は、海士町役場健康福祉課（隠岐開発総合センター内）、または生活環境課です。

【問い合わせ】　健康福祉課：℡（08514）2・1823

　　　　　　　生活環境課：℡（08514）2・0858

新たな詐欺（サギ）にご注意！！
●…………………………………

　　【問い合わせ】
　　お近くの社会保険事務局・社会保険事務所か、

　　生活環境課住民係：℡（08514）2・1821

改葬（墓地を移すこと）について
●…………………………………


